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地域資源を生かし産業を育て、雇用を生むまち

【産業・雇用分野】



基本目標３　地域資源を生かし産業を育て、雇用を生むまち【産業・雇用分野】

施策３－１　商業の振興

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

8,000

0

8,000

15,970

0

15,970

500

0

500

5,265

1,585

3,680

12,791

12,000

791

2,500

0

2,500

152

0

152

　市内各地域における商業については、それぞれの地域特性を活かした商業環境づくりにより、商店街等に人が集い、
賑わいであふれています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画 地方創生

事業
担当課

1 商工会議所支援事業
白河商工会議所に対し、商工業の総合的な改善発達に資する補助金を交付す
る。

継続 商工課

区分

商工課

2 商工会支援事業
表郷・大信・東の各商工会に対し、商工業の総合的な改善発達に資する補助金
を交付する。

継続 商工課

3 商店街支援事業
白河市商店会連合会に加盟する会員に対し、商店会の活力維持のため補助金
を交付する。

継続

商工課

4 創業者支援事業

地域経済の循環による地域活性化のため、起業にチャレンジしたい女性・若者等
の創業希望者及び創業者、事業継承を機会に新分野に挑戦する等の第二創業
者に対して必要となる経費の一部を支援するなど、創業による新たなビジネスや
雇用の創造を図る。

継続 Ⅰ(3) 商工課

5 創業支援資金融資制度事業
創業者を対象とした運転資金及び設備資金の融資あっせんを行うため、その資
金を指定金融機関に預託するとともに、信用保証料を補助する。

継続 Ⅰ(3)

商工課

6 商品開発・販路拡大推進事業
創業希望者や中小企業者等が行う商品・製品等の開発及び販路拡大のための
展示会等出展に必要な経費の一部を補助する。

継続 Ⅰ(3) 商工課

7
中小企業・小規模企業振興
基本条例制定事業

地域経済の基盤である中小企業・小規模企業の振興を図るため、市民・企業・行
政・支援機関がそれぞれの果たすべき役割を明確にし、緊密な連携のもと社会
全体で中小企業・小規模企業の活性化を後押しする条例を制定する。

新規



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画 地方創生

事業
担当課区分

1,275

0

1,275

5,269

1,852

3,417

2,466

0

2,466

500

0

500

1,000

0

1,000

33,581

3,600

29,981

6,682

4,454

2,228

120

0

120

※地方創生事業･･･「白河市みらい創造総合戦略」（平成27年10月策定）に基づく主要な事業について、総合戦略に掲げる「基本目標」と「具体的な施策」の番号を示している。以下同じ。

まちづくり推進課

8 街路灯維持管理支援事業 ひがし商工会が実施する、街路灯維持管理費に補助金を交付する。 継続 東庁舎事業課

9 中心市街地空き店舗対策事業
中心市街地内において、商店街の集客力や魅力の向上による賑わいの創出を
図るため、商店街の空き店舗等を新規店舗等として活用する場合に賃借料や改
修費用の一部を補助する。

拡充

まちづくり推進課

10 まちなか居住支援事業

中心市街地への居住促進を図るため、中心市街地内に一定の基準を満たした集
合住宅を新たに建設する事業者に対し、その事業費の一部を補助するとともに、
民間賃貸住宅に居住する一定の要件を満たした子育て世代に対し、その家賃の
一部を補助する。

継続 Ⅲ(2) まちづくり推進課

11
中心市街地活性化支援事業
（白河駅前イルミネーション事
業）

白河駅前を中心としてイルミネーションを飾り付けることにより、冬季の街なかの
華やかさを演出し、来街機会の増加や回遊性の向上を図る。

継続 Ⅲ(4)

まちづくり推進課

12
中心市街地活性化支援事業
（小グループまちなか活動支援
事業）

中心市街地の賑わい創出や、まちづくり担い手の育成及び底上げを図るため、
中心市街地の活性化やまちづくりに意欲的に取り組むグループの活動に対して、
事業費の一部を補助する。

継続 Ⅲ(4) まちづくり推進課

13
中心市街地市民交流センター
（マイタウン白河）管理運営事業

中心市街地の交流拠点として、効果的かつ効率的な管理運営及び活用促進を
図るため、「マイタウン白河」の管理運営に関する業務を指定管理者へ委託す
る。

継続

まちづくり推進課

14
（仮称）マイタウンわくわくパーク
管理運営事業

中心市街地の賑わい創出及び子育て支援の推進を図るため、市民の交流拠点
であるマイタウン白河４階に設置した屋内遊び場の管理・運営を行う。

新規 Ⅱ(2) まちづくり推進課

15 学生チャレンジショップ事業
将来を担う人材の育成と中心市街地の賑わい創出のため、マイタウン白河にお
いて地元高校生による「農産物等販売会」を定期的に開催する。

継続 Ⅲ(4)



基本目標３　地域資源を生かし産業を育て、雇用を生むまち【産業・雇用分野】

施策３－２　工業の振興

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

111,000

109,000

2,000

20,439

0

20,439

23,414

14,129

9,285

195,310

0

195,310

商工課4 企業立地奨励金事業
本市に工場又は事業所を新設・増設する事業者に対し、奨励金を交付することに
より、産業の振興と雇用機会の拡大を図る。

継続 Ⅰ(1)

　企業の立地により、多彩な産業が集積し、地域経済の活力が維持されています。
　市内企業の経営基盤が強化され、製造品の付加価値が向上し、競争力が高まっています。

2 継続 Ⅰ(1)産業プラザ運営事業

産業プラザ（産業支援センター及び人材育成センター）を拠点として、地域企業の
経営相談、企業間連携の推進、農商工連携、起業家支援などの産業支援事業
やものづくり技術講習などの人材育成事業を産業サポート白河に委託する。ま
た、職業訓練校にて行っていたIT人材育成事業についても委託する。

地方創生
事業

1
中小企業支援資金融資制度
事業

市内において事業を営む中小企業者の経営基盤の強化と安定的な事業運営に
必要な資金の円滑化を図るため、金融機関に預託し、経営合理化資金の融通を
促進させるとともに、信用保証料の補助及び利子補給を行う

継続 Ⅰ(1)

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

商工課

商工課

3 商工課
しらかわ地域ものづくり高度化
・海外展開促進事業

地元企業の競争力を強化するため、地域資源や地域産業の強み（金属、電子・
電気、食品等）を生かした「ものづくりの高度化」や「海外展開」などについて、専
門家によるきめ細やかな支援（伴走型支援）を行う。

継続 Ⅰ(3)



基本目標３　地域資源を生かし産業を育て、雇用を生むまち【産業・雇用分野】

施策３－３　農林業の振興

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

4,676

0

4,676

8,157

0

8,157

1,984

537

1,447

33,394

33,394

0

7,500

0

7,500

934

0

934

743

0

743

地方創生
事業

担当課

1 水稲直播栽培助成事業
生産コストを抑えた水稲栽培を進めるため、水稲直播栽培に取り組む農業者に
対し、１０aあたり１０,０００円を助成する。（限度額あり）

継続 Ⅰ(4) 農政課

Ⅰ(4) 農政課

Ⅰ(4) 農政課

5 がんばる新規就農者支援事業
認定新規就農者が安定的かつ計画的に営農に臨めるよう、就農計画書、青年等
就農計画書等において経営規模目標を達成するために必要な施設設備や機械
購入等の経費の一部を補助する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

　安全で付加価値の高い農産物が生産され、地域の特色を生かした農業が展開されています。
　将来を担う農業従事者が育ち、農業で安定した収入を得られる環境が整っています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

3
白河の大地が君を待つ！
就農全力バックアップ事業

全国的に広がる田園回帰の流れを着実に捉え、新規就農及び移住・定住を促進
するため、充実した就農相談体制を継続するとともに、就農フェアへの参加や収
穫体験を実施する。

継続

2 水田経営安定助成事業
需要に応じた米作りを推進し農家の所得安定を図るため、市が定める振興作物
への作付転換と加工用米の作付拡大を促進するため、これらの作付けに対して
助成を行う。

拡充

4 農業次世代人材投資事業
農業の担い手確保と就農後の定着を図るため、人・農地プランに中心となる経営
体として位置付けられている原則45歳未満の独立・自営就農者（認定新規就農
者）に対し資金を交付する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

7
地域営農モデル総合サポート
事業

農業、農村を永続的に維持・発展させるため、地域における農地の集約化を支援
するとともに、農業経営の法人化・組織化を図る団体に対して、その経費の一部
を補助する。また、農業経営の法人化・組織化の実例等について学ぶセミナーを
開催する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

6 がんばる後継者支援事業
農業後継者の確保・育成を図るため、一定の要件を満たす４５歳未満の農業後
継者等に対し激励金を交付するとともに、しらかわ農業未来塾の運営を支援す
る。

継続 Ⅰ(4) 農政課



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

810

810

40,000

40,000

4,635

0

4,635

4,179

0

4,179

523

0

523

9,078

3,000

6,078

7,949

5,662

2,287

2,803

1,376

1,427

1,295

0

1,295

8,677

8,661

16

9
白河市農業振興特別資金
貸付事業

緊急的に資金が必要な農業者などを対象とした貸付事業を行うため、市内金融
機関に対し、その原資となる資金を預託する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

8
フロンティア農業アクション
支援事業

スマート農業や新しい生産技術を取り入れ、自ら意欲的に営農の改善に取り組
む生産者団体等に対し、研修費用の一部を助成する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

11
農畜産物６次化・ブランド化
推進事業

農畜産物の付加価値を高めて農業所得の向上を図るため、本市農畜産物を活
用した新たな商品開発、販路開拓等の取組を支援し、６次産業化及びブランド化
を推進する。また、白河ブランドの認知度の向上、購入者の拡大及び声を聴くた
めアンケート調査を実施する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

10 食の安全・安心推進事業

出荷用農作物等に含まれる放射性物質の量を測定し、その結果を生産者を通じ
て各直売所等に提供することにより、当該農作物等の安全・安心を担保し、販売
促進を図るとともに、検査結果を市のホームページで公表し、安全性を広くＰＲす
ることにより、風評被害の払拭につなげる。

継続 農政課

13
白河市産米の消費拡大及び
魅力発信事業

白河市産米の安定的な需要確保及び地産地消の推進による消費拡大を図るこ
とを目的に、米の販売促進活動に加えて実際に白河市産米に触れる機会の創
出・誘導を図りながら、地域ブランドの確立に向けて、米以外の農畜産物や歴史・
文化などの地域資源と共に白河市産米の魅力を発信する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

12 白河産米食味分析事業
生産現場での品質・食味の向上を目的として「食味分析器」を運用し、付加価値
の高い売れる白河産米づくりを支援する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

15
白河市人・農地相談センター
運営事業

農業に関する様々な相談に対応するため、知識・経験を有した「専門相談員」を
設置し、ＪＡや土地改良区など関係機関と連携しながら総合的な農業者支援を行
う。

継続 Ⅰ(4) 農政課

14
強い農業・担い手づくり総合
支援事業

「人・農地プラン」に位置付けられた中心となる経営体の主体的経営展開を支援
するため、融資を受け機械等を購入する際の融資残額に対し、国の本事業補助
金を活用し支援する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

17
農地中間管理
（機構集積協力金）事業

持続可能な農業を構築するため、農地中間管理機構を活用した農地の出し手に
対して「協力金」を支給し、農地の集積・集約化を推進する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

16
しらかわ型農地利用集積
推進事業

農地中間管理機構を通して、農地集積・規模拡大を行った農業者等（受け手）に
対し規模拡大の意欲向上を図るとともに、営農継続を支援するため、集積面積に
応じて協力金を交付する。

継続 Ⅰ(4) 農政課



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

40,498

40,498

0

952

721

231

2,800

0

2,800

314

0

314

13,496

0

13,496

1,693

1,436

257

163

163

0

5,000

0

5,000

198,053

148,305

49,748

13,575

4,300

9,275

19
環境保全型農業直接支払
交付金事業

農地土壌の炭素貯留に効果の高い営農活動や生物多様性の保全に効果の高
い営農活動など、環境にやさしい農業に取り組む農業者組織に対し、支援を行
う。

継続 Ⅰ(4) 農政課

18 営農再開支援事業
水田に残留する放射性物質の水稲等への吸収を抑制するため、カリウム肥料を
配布する。

継続 農政課

21 畜産クラスター事業
地域の畜産の収益力向上のために策定した畜産クラスター計画の実現に取り組
む農業者等に対して、必要な家畜飼養管理施設等の整備や機械の導入費用を
国の本事業補助金を活用して助成し、生産基盤の確保と競争力の強化を図る。

継続 Ⅰ(4) 農政課

20
耕畜連携・地域循環型農業
推進事業

畜産農家が購入又は自給する稲発酵粗飼料（ＷＣＳ）の費用についてその一部
を助成し、水田の利活用と国内粗飼料自給力の向上を図り、耕畜連携・地域循
環型農業を推進する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

23
銘柄米オール“特Ａ”獲得
推進事業

銘柄米すべてで食味ランキング“特Ａ”を獲得し、米産地としての評価の確立と風
評払拭を図るため、良食味・高品質米生産の取り組みを支援する県の補助事業
を活用して、農業者団体を支援する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

22
大信地域市民交流センター
「ひじりん館」運営事業

大信地域の生活・交流の拠点施設である「大信地域市民交流センター（ひじりん
館）」において、「農畜産物」を活用した食事の提供や農産物・加工品等の販売を
行う。

継続 Ⅰ(4) 農政課

26 多面的機能支払交付金事業
農業資源の適切な管理のため、地域が共同活動で行う農地、水路等の施設の維
持管理や長寿命化のための補修活動を支援する。

継続 農林整備課

24
第三者認証ＧＡＰ取得等
促進事業

農産物の安全性を消費者や流通業者へ客観的に説明できるようにするため、第
三者認証ＧＡＰの資格を取得する。

継続 Ⅰ(4) 農政課

25
農業の未来をつくる
スマート農業推進事業

スマート農業を推進するため、農作業における省力・軽労化や、栽培技術の集積
によるスムーズな継承等を行う農業者への支援として、機械購入費用等を補助
する。

新規 Ⅰ(4) 農政課

27
有害狩猟鳥獣捕獲支援事業
（4地区）

農林業及び生活への被害を防ぐため、電気柵購入費用助成金等と併せて、赤外
線カメラ等のICT機器を導入して捕獲活動を支援するとともに、イノシシ捕獲頭数
増加による報奨金の拡充を図る。

拡充 農林整備課



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

200,068

200,068

0

78,700

75,250

3,450

5,000

0

5,000

10,000

10,000

0

5,800

5,800

0

32
林業・木材産業成長産業化
促進対策事業

森林整備の推進及び林業活動の支援のため、市内林業素材生産者の林業用機
械導入に対し費用の一部を補助する。

新規 農林整備課

29
農業水路等長寿命化
・防災減災事業

農業水利施設（用排水路、堰、ため池等）の老朽化にきめ細やかに対応した機能
保全計画を策定し、計画に基づき施設の長寿命化を図るための工事を実施す
る。

継続 農林整備課

農林整備課28 ふくしま森林再生事業
放射性物質対策として計画作成や同意取得のほか、間伐や路網整備といった森
林整備を実施する事業。実施面積を拡大し、森林再生の強化を図る。

継続

31 林業専用道整備事業

持続可能な林業経営の実現に向けて、主として森林施業のための道である林業
専用道の整備を実施する。また、本事業で県より提供される航空レーザー計測の
情報は、森林施業事業者にも提供が可能なため、今後の森林整備の効率化が
図られる。

継続 農林整備課

30 三ツ池（上池）整備改修事業

三ツ池（上池）の取水口の破損とこれに起因する土砂の堆積により、排出路の流
入口付近や堆積土砂内で排水が滞留し、悪臭や害虫の発生の原因となっている
ほか、宅地内の排水不良も発生していることから、池の一部施設を改修し、周辺
環境の改善を図る。

継続 農林整備課



基本目標３　地域資源を生かし産業を育て、雇用を生むまち【産業・雇用分野】

施策３－４　観光の振興

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

13,410

0

13,410

9,500

0

9,500

1,000

0

1,000

3,000

0

3,000

22,015

0

22,015

1,000

0

1,000

1,000

0

1,000

1,000

0

1,000

地方創生
事業

担当課

1 観光物産ＰＲ事業 首都圏等で行われる観光物産展に出展し、産品及び観光のＰＲを行う。 継続 Ⅲ(1) 観光課

　観光施設の整備や観光資源を有効活用することにより、魅力あるまちづくりが行われています。
　観光情報の発信やＰＲ等により、市の魅力を体験するため、多くの人が訪れ、交流人口が拡大することで、地域経済
が活性化されています。

No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

3
白河商工会議所青年部
支援事業

白河商工会議所青年部が主催となり、地域振興・地域交流を目的に開催する「白
河魂」に対し、補助金を支出する。

継続 観光課

2 しらかわキャラ市支援事業
「ご当地キャラ（ゆるキャラ）」のイベントを開催し、来場者に本市、本県の魅力を
発信するとともに、交流人口の増加と地域経済の活性化を図る。

継続 Ⅲ(1) 観光課

5 白河観光物産協会支援事業
財団法人　白河観光物産協会が実施する観光誘客、物産の振興等の事業につ
いて、補助金を支出する。

継続 Ⅲ(1) 観光課

4 白河まつり振興会支援事業
観光振興と交流人口増加を目的とした白河関まつりや白河だるま市を主催する
白河まつり振興会の運営に関する負担金を支出する。

継続 Ⅲ(1) 観光課

7 大信ふるさと川まつり開催事業 大信ふるさと川まつりを開催する。 継続 大信庁舎事業課

6 ふるさと表郷まつり開催事業 ふるさと白河表郷まつりを開催する。 継続 表郷庁舎事業課

8
サンライズひがしフェスティバル
開催事業

サンライズひがしフェスティバルを開催する。 継続 東庁舎事業課



H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

1,000

0

1,000

6,607

5,285

1,322

8,475

4,237

4,238

11,314

5,657

5,657

10,161

8,072

2,089

3,300

0

3,300

2,388

0

2,388

71,800

0

71,800

9,279

3,093

6,186

3,300

1,000

2,300

9 白河青年会議所支援事業
公益社団法人白河青年会議所が主催となり、地域振興・地域交流を目的に開催
するイベントに対し、補助金を支出する。

継続 観光課

11 サイクルツーリズム推進事業
商工会議所青年部や青年会議所において自転車イベントが開催されるなど、自
転車を活用した地域活性化の機運が高まっていることから、西郷村及び那須町と
連携し、サイクリング環境を整備するとともに、各種イベント等を実施する。

継続 Ⅲ(1) 観光課

10 周遊型観光推進事業

本市の観光アプリの不十分さの是正と多言語化を進めるため、東北観光復興交
付金を活用し、既存の「しろナビ」を名称やデザイン、階層から作り直し、使い勝
手の良い、観光パンフレットも含んだ多言語対応の観光アプリを作り、QRコードを
観光案内看板に設置し、多言語化に対応したい。

拡充 Ⅲ(1) 観光課

13
「福が満開、福のしま。」ふくしま
観光キャンペーン推進事業

県南９市町村が連携し、様々な観光誘客事業を展開する。 継続 Ⅲ(1) 観光課

12 アジアンインバウンド誘致事業
４月より福島空港との定期チャーター便の運行が始まる台湾を中心に、アジア諸
国をターゲットに電子書籍の活用やモニターツアーなどでＰＲし、本市へのインバ
ウンドを呼び込む。

継続 Ⅲ(1) 観光課

15 フィルムコミッション事業

専門的に動ける人材や情報発信の面で体制が整っていないため、市が中心と
なって方向性を決めつつ、実行部隊としてフィルムコミッションに関する人的な繋
がりや映画作りのノウハウをもっている団体に委託し、情報発信（売りになる撮影
ポイントの選定からＨＰ等での発信）に力を入れる。

拡充 Ⅲ(1) 観光課

14 観光振興計画策定事業
人口の減少や国内旅行市場に陰りが見える一方で、訪日外国人旅行者が増加
するなど、観光を取り巻く環境が大きく変化していることから、今後の観光振興の
指針となる計画を策定する。

新規 Ⅲ(1) 観光課

17 観光施設トイレ洋式化事業
国の補助金を活用し、本市の観光施設のトイレを整備し、観光客の利便性を上げ
るとともに、老朽化する観光施設の水回り設備を更新する。 新規 Ⅲ(2) 観光課

16 田ノ沢地区森林景観整備事業
自然を活かした地域の振興を図る目的で整備した「聖ヶ岩ビジターセンター」及び
「ふるさとの森」の付帯施設として田ノ沢ダム計画跡地を「森林公園」として整備す
る。

新規 Ⅲ(1)
観光課

大信庁舎事業課

18 南湖公園PR事業
共栄会を巻き込みながら、ライトアップやマルシェなどの誘客のためのイベントを
定期的かつ継続的に開催する。

新規 Ⅲ(2) 観光課



基本目標３　地域資源を生かし産業を育て、雇用を生むまち【産業・雇用分野】

施策３－５　雇用環境・就労環境の充実

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

5,000

0

5,000

7,985

0

7,985

932

425

507

8,551

4,330

4,221

5,000

3,750

1,250

550

0

550

5,984

3,888

2,096

商工課5 移住者支援就業促進事業
東京23区に勤務していた方が、市内に移住し就職や創業する場合に、新たな生
活に必要となる資金を支援することにより、地域の中小企業等における担い手不
足の解消を図る。

新規
Ⅰ(1)
Ⅲ(2)

商工課7
コワーキングスペース
「らくり」事業

創業を目指す方などに手軽なワーキングスペース「らくり」を提供するとともに、伴
走型で支援することにより市内での創業を後押しする。

継続 Ⅰ(3)

商工課4 継続
若者Ｕターン・地元定着
促進事業

地元中小企業の経営基盤安定を目的とした人材不足対策（求人の掘り起こし、Ｕ
ＩＪターン促進、インターンシップ受入整備など）や事業継承対策、知的財産活用
などの業務を産業サポート白河に委託する。

Ⅰ(2)

商工課3 ＵＩＪターン就活促進事業
SNS等を活用して情報の発信をするとともにＵＩＪターン希望者への交通費等の就
活支援を行うことにより、地元企業の人材不足解消と定住及び就職の促進を図
る。

継続
Ⅰ(2)
Ⅲ(2)

　雇用環境・就労環境の改善が進み、地域の産業に興味を持ち、新たな雇用が発生することで、身近な地域で安定して
働くことのできる環境が整っています。
　能力の高い人材が多数育成され、地域経済を支えています。

1 継続勤労者金融対策事業
市内勤労者融資の原資とするため、金融機関に対して預託する。(東北労働金庫
預託金)

商工課

高齢者の就労機会を確保し、生きがいづくりを推進するため、白河・西郷広域シ
ルバー人材センターに対し、西郷村との協定により補助金を交付する。

商工課

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

2 継続
白河西郷広域シルバー人材
センター事業

地方創生
事業

Ⅰ(3)

Ⅰ(1)

商工課6 会津大学産業関連交流事業
産業の振興を図るため、会津大学と相互に連携して、地域企業の底上げ、人材
の育成及び人材確保と創業の推進を図る。

継続 Ⅰ(1)



基本目標３　地域資源を生かし産業を育て、雇用を生むまち【産業・雇用分野】

施策３－６　再生可能エネルギーの推進

【めざすまちの姿】

H31事業費（千円）

特定財源
一般財源 H31 H32 H33

771

0

771

　市内でエネルギー需要に見合った再生可能エネルギーの導入・拡大が進み、自然と共生した安全・安心なエネルギー
が確保され、エネルギーの地産地消が実現されています。

地方創生
事業

担当課No 事業名 事業概要
3ヵ年の事業計画

区分

商工課1
再生可能エネルギー普及
・啓発事業

地域の再生可能エネルギー普及と次世代を担う子どもたちへの啓発を促進する
ための事業の経費を一部負担するとともに設置施設の活用に加え、都市との交
流による地域産業の振興を図るため、市が設置した再エネ施設の見学会や再エ
ネ啓発教室などを盛り込んだ交流事業を実施する。

継続


